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令和元年度岩手医科大学看護学部自己点検評価報告書 

 

 

１．自己点検評価事項 

 

（１）評価事項 

「看護学教育モデル・コア・カリキュラム（平成 29年 10月文部科学省公表）」（以下

「コア・カリ」という。）を活用した本学部教育内容の点検・評価 

 

（２）自己点検評価 

看護系大学における教育水準の維持向上、地域包括ケアシステムの構築、多職種連携・

チーム医療の推進、更なる医療安全の要請等の社会の変化に対応し、看護師として必

要となる能力を備えた質の高い人材養成が必要となっていることを踏まえて文部科学

省が主導して策定したコア・カリの学修目標を活用し、本学部の設置の趣旨や目的を

達成するために、教育内容を点検・評価する。 

 

（３）責任主体となる委員会等 

看護学部教務委員会 

 

 

２．改善目標／改善計画 

 

（１）改善目標 

本学部の教育内容を点検・評価し、看護学教育の更なる充実を図る（目標達成予定年

度：令和２年度）。 

 

（２）改善計画  PDCA：P  

看護学部自己評価委員会（平成 30年３月７日）よりコア・カリに基づいた本学部の教

育内容の点検評価について以下のとおり改善計画の提案があり、看護学部教授会（平

成 30年３月 22日）において承認された。 

【平成 29年度】 

・コア・カリに関する情報収集（文部科学省 HP、説明会への参加）を行う。 

・コア・カリに対する本学部の教育状況を把握するため、看護学部教員、教養教育セ

ンター教員および一部の兼担講師が担当する授業の科目責任者等へ調査を実施し、

対比表を作成する。 

【平成 30年度】 

・コア・カリに対する本学部の教育状況を把握するため、兼担講師および非常勤講師

が担当する授業の科目責任者等へ調査を実施し、対比表を作成する。 

・調査終了後、科目間で対比表の内容を精査し、未対応項目があった場合は、対策を

講じる。 



２ 

【平成 31・令和元年度】 

・対比表を教育要項（シラバス）に掲載（以降毎年度）し、学生と教員が共通認識の

もと授業を実施する。 

・授業終了後、科目ごと（第１～３学年の全科目）に実施状況をチェックし、改善を

要する点があった場合はその要因を明確にし、対比表を更新する。 

【令和２年度】 

・授業終了後、科目ごと（第１～４学年の全科目）に実施状況をチェックし、改善を

要する点があった場合はその要因を明確にし、対比表を更新する。 

 

 

３．実施状況と自己評価（平成 31・令和元年度） 

 

（１）実施状況  PDCA：C  

・平成 29・30年度の調査結果を踏まえ、対比表を平成 31・令和元年度の教育要項（シ

ラバス）に掲載した。学生には年度始めのガイダンス等で対比表掲載の趣旨等を説

明し、学生と教員が共通認識のもとで授業を実施した。 

・授業終了後、科目ごと（第 1～3学年の科目）に実施状況をチェックするため、教務

委員会（平成 31・令和元年度第 6 回）、教授会（令和元年 9 月）および教員連絡会

議（令和元年 9月）において調査方法を確認し、令和 2年度の教育要項（シラバス）

作成時期に合わせて、各科目責任者へ調査を実施した。 

 

（２）自己評価 

上記のとおり、改善計画に基づき、本学部の教育内容がコア・カリ全項目に対応して

いることを確認し、対比表を更新した。なお、一部の科目においてコア・カリの項目

を実施しなかったが、その理由の大部分は他の科目でカバーしていたためであり、対

比表から当該科目を削除しても影響はないことを確認し、本調査結果を踏まえて更新

した対比表を令和 2年度の教育要項（シラバス）に掲載することとした。 

 

 

４．岩手医科大学自己評価委員会評価結果 

令和２年度秋頃通達予定。 

 


